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１．はじめに 
	
 本研究は、会話を構成する連鎖構造の一つである「遡及的連鎖（retro-sequence）」につい

て、会話コーパスの分析を通して、その特徴を同定するものである。遡及的連鎖とは、連

鎖をなす２つの発話が、通常の隣接ペア（adjacency pair）のように「予測的（prospective）」

な関係ではなく、ある種の「応答」が出現することによって、その「引き金」の存在が顕

在化するような関係（遡及的＝retrospective）にあるものを指す（Schelogff 2007）。これま

での話し言葉コーパスではこのような遡及的な発話関係の情報がタグとして付与されるこ

とはなく、したがって、どのような事象が遡及的連鎖に該当するのか、また、どのような

基準でそのアノテーションが可能か、明らかになっていない。そこで本研究は，３種の会

話コーパス（CSJ，千葉大学 3 人会話コーパス，宇都宮大学音声対話データベース）を対象

に遡及的連鎖のアノテーションを試行した。本発表では，その作業の過程で見出された遡

及的連鎖および関連する事象の種類と，それぞれを特徴づける言語的，発話連鎖的，対話

構造上の諸要素を挙げた上で，遡及的連鎖のアノテーション手法の策定に向けて今後さら

に検討すべき課題をまとめる。 
 
２．会話の連鎖構造と遡及的連鎖 
２.１	
 会話の連鎖構造 
	
 会話は、単にことばが無秩序に並べられているものではなく、発話の連鎖で成り立って

いる。さらにそれらの発話は単に連なっているのではなく、構造化されている。その最小

単位は、「働きかけ（initiating action）」と「応答（responding action）」という二つの発話のペ

アから成る。このとき、二つの発話は異なる行為者によって産出される。通常は働きかけ

が行われた後に応答が行われ、その順番が逆にはならない。さらに、働きかけと応答は、

同じタイプの行為が行われることによって関連づけられる。このような発話連鎖の典型が

「質問―答え」、「挨拶―返答」、「依頼―受諾または拒否」といった「隣接ペア」（Schegloff 
& Sacks 1973）である。 
	
 実際に会話を観察すると、構造化された連鎖によって会話が組み立てられているという

だけでなく、構造化されているという事実そのものが会話参与者にとって利用可能なリソ

ースとなっていることに気づく。一人の参与者によってある種の働きかけがなされると、

別の参与者が応答する義務を負う。またその際、適切な応答として行えることに制限がか

けられる（例えば、「おはよう」という働きかけに対して「わかった」と応答するのは不自

然だと見なされる）。このような連鎖構造があることによって、参与者は会話の「先」を予

告したり予測したりすることが可能になるし、また予告／予測からの逸脱（多くの場合「応
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答の不在」という形をとる）が意味を持つものとして意識化される（例えば、質問した相

手から答えが返ってこなかった場合、答えるべき相手がなんらかの理由で躊躇していると

理解する、など）。このようなことが可能になるのは、働きかけと応答が「予測的

（prospective）」に関連づけられているためである。 
 
２.２	
 遡及的連鎖 
	
 一方で、会話連鎖のなかには、予測的にではなく「遡及的（retrospective）」に関連づけら

れるものもあることが指摘されている（Schegloff 2007:217-219）。すなわち、先行する発話

からは想定されていないような「応答」がまず出現し、それによってその「引き金」の存

在が顕在化する、というものである。そのような応答には、例えば、「笑い」がある。 
 
【事例１】（ほぼ日刊イトイ新聞	
 2013/01/03	
 「2013 年あんこの旅	
 第 3 回	
 小豆ジャム。」 
より。 コピーライター・糸井重里氏があんこへの熱い思いを「講演」で語っている。 
 糸井氏はあんこ好きであり，ジャム作り好き。 じゃあ，「小豆でジャムを作ってみたら」

と思い立って実際に作ってみたが，瓶に詰めたところで，「普通のあんこ」だということに

気づいた，というお話。） 
 
	
 観客Ｂ これは質問ではないのですが、わたしたちの中では有名なあのお話を 

あらためて聞かせていただけますでしょうか。   
	
 糸井  ‥‥あのお話、というのは？   
	
 観客Ｂ 「小豆ジャム」のお話です。   
	
 糸井  ああ‥‥（苦笑）。   
	
 観客Ｂ 記録に残しておきたいと思いますので、この場でぜひ、お話し 

いただけるとうれしいです。  
	
 全観客=> （クスクス）	
 	
 	
 	
 	
 	
 【笑い】	
 	
 

	
 糸井->	
 何か？	
 おかしいことが？	
 	
 	
 【笑いの対象を特定する試み】  
	
 観客Ｂ いえ！	
 すみません、つい。   
	
 糸井  どうかひとつ、真面目にお願いします。 
 
講演の途中、観客から笑いが漏れるが（=>の発話）、この瞬間の笑いは「想定外」のもので

あるとの認識が、直後の糸井氏の「何か？	
 おかしいことが？」の発言（->の発話）によ

って示される。このように、想定されていない応答（ここでは「笑い」）が出現したことで、

先行発話のどこか、あるいは会話を取り巻く物理的環境のどこかに、その笑いの引き金に

なったもの（ここでは「笑いの対象＝laughable」）があるはずだ、という認識が共有される

のが遡及的連鎖である。 
	
 Schegloff (ibid.)は、遡及的連鎖を開始する「応答」として、「笑い」、「聞き返し」（本稿 4.2.1
節参照）、「気づき」（本稿 4.2.2 節参照）の３つを挙げている。また、高梨（2008, 2010）は、

ある種の「評価」も遡及的連鎖を構成するとしている（事例２）。1 
 
 
                                                   
1 ただし、すべての「笑い」「気づき」「評価」が遡及的連鎖を開始するわけではない。例えば、次の事例

の評価発話（「高いですねー」）は、質問―応答の発話ペアの「拡張（post-expansion）」(Schegloff 2007:118-148)
であり、むしろ予測的連鎖に位置づけられるものである（cf. 鈴木 2007）。 
 A: 身長何センチですか？ 
 B: 170 センチです。 
 A:=> 高いですねー。 
「笑い」「気づき」についても、直前の発話が明示的にそのような応答を「要求している」場合がある。 
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【事例２】 
	
 	
 1A:-> もうこんな時間か。 	
 	
 【評価対象】 
	
 	
 2B:=> そんなにイライラしないで。 【評価】 
	
 	
 3A:  イライラなんかしてないさ。 
 
２.３	
 遡及的連鎖をアノテートする際の問題点 
	
 会話コーパスに対して発話連鎖の情報を付与する試みはすでに始まっているが（例えば

人工知能学会「談話・対話研究におけるコーパス利用」研究グループ 2000; Dhillon, et al. 2004）、
現状では「質問―返答」や「依頼―承諾」のような単純な発話ペアに限られ、様々な発話

連鎖を記述する手法は存在しない。 
	
 では、遡及的連鎖のアノテーション手法を新たに開発するために、どのような問題を解

決する必要があるのか。第一に、遡及的連鎖とそうでないものを区別する明確な基準の策

定が必要となる。第二に、応答の言語的形式からどのように引き金が特定されうるのか、

その遡及性を記述する必要がある。第三に、遡及的連鎖が開始されると同時に、同じ応答

を起点とした別の予測的連鎖が開始される場合があり、そのような「あとの発話展開」も

整理し記述しなければならない。そして第四に、これらの情報をコーパスに付与するため

の適切なタグの設計が必要となる。 
 	
 なお本発表では、上記の第一から第三の問題について、現段階での見解を示す。 
 
３．使用コーパス 
	
 本研究では、日本語話し言葉コーパス（CSJ）、千葉大学 3 人会話コーパス、宇都宮大学

音声対話データベースの３種の会話コーパスを対象に遡及的連鎖のアノテーションを試行

した。日本語話し言葉コーパスは、「独話」「対話」「朗読」のうち「対話」のみを対象とし、

15 分の講演インタビューと 28 分の課題指向対話を取り上げた。千葉大学 3 人会話コーパ

スからは 9 分 30 秒の自由会話を、宇都宮大学音声対話データベースからは 4 分と 8 分の課

題指向対話を選び、分析者 4 名で個別にアノテーションを行ったのち、協議により遡及的

連鎖とそうでない事象を認定した。 
 
４．遡及的連鎖の諸特徴 
４.１	
 分析対象から除外された事象 
	
 まず、Schegloff (2007)および高梨（2008, 2010）で遡及的連鎖とされたもののうち、「笑い」

および「評価」を最初に分析対象外とした。注１で述べたように、同じ発話形式でも遡及

的連鎖のものとそうでないものがあり得、先行発話によって予測的に関連づけられている

のかどうかの判定が困難であることが予想されたためである。 
	
 事例を検討する中で分析対象から除外すると判断したものに、「あ、そうかハートか」や

「あなるほどね」のような相槌があった。感動詞「あ」が独立して「気づき」という認知

的変化を表示しているのか、「あ、そうか」が一まとまりで「納得」を示しているのか、分

析者の見解が分かれたが、これらの相槌は、何らかの情報提供が行われた発話の直後に出

現することが多く、情報提供発話に対する予測的な応答であると判断した。 
	
 また、A:「四コマ中の枠内に駅前ってとりあえず書いてあって駅前で工事してんだね」

B:「駅前で工事、うん」の B の発話のように、先行発話で与えられた情報を単純復唱する

発話も、今回は対象外とした。 
	
 さらに、先行文脈で出されていた語句や情報を再び取り上げて、それを接ぎ穂に新しい

話題を導入するような発話（例えば「でその、あのー、中国に行くきっかけなったのがチ

ューターをやってたっていうことなんですけど…」）も、その語句・情報が最初に提示され

た発話そのものに連鎖的に関連づけられていないと判断し、遡及的連鎖として認定しなか

った。 
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４.２	
 遡及的連鎖と認定された事象 
	
 先行研究で遡及的連鎖とされたもののうち、「聞き返し」と「気づき」は、分析を行った

データの中にも複数見られた。また、事例数は少ないものの、本研究を通して新たに遡及

的連鎖と認定されたものとして、「会話の流れの差し戻し」と「異なるポイントへの食いつ

き」があった。 
 
４.２.１	
 聞き返し 
	
 「聞き返し」の事象については、会話分析などの研究分野で、「他者開始修復（other-initiated 
repair）」という名称ですでにある程度の知見が蓄積されている（Schegloff, et al. 1977; Suzuki 
2010）。事例３の発話 02「私？」や発話 07「わたしのことか」のように、相手の発話の聴

き取りまたは理解に問題が生じたときに、その問題の解決を目指して産出される発話であ

る。 
 
【事例３】（A が B にインタビューしている。直前で、B がもう６〜７年ほど大学院に在籍

していることが述べられている。）2 
 
	
 01A:  な［ に ］を (0.2) 研究してるんですか？ (.)［ずっと 
	
 02B:=>    ［うん］                               ［k- (0.2) 私？ 
	
 03A:  う［ん 
	
 04B:  	
 ［私？ 
	
 05       (0.1) 
	
 06A:   ［うん］ 
	
 07B:=>  ［haha］haha［ha お わた］しのことか。 
	
 08A:   	
 	
 	
 	
 	
  ［ha ha ha ha ］ 
	
 09A:    a［hh ］.h.h［.h.h.h］ 
	
 10B:    ［ええ］  ［.h.h.h］私は.h え：と：勉強自体は： 
	
 11B:  最近はあんまりしてないんです¥けど：¥とか言って 
 
	
 以下にその特徴をまとめる。 
［言語形式の特徴］ 
	
 聞き返しに用いられる言語形式には表１に示したような種類がある。 
［出現する発話連鎖上の特徴］ 
	
 どんな発話のあとにも出現しうる。 
［引き金の特定］ 
	
 原則として、その直前の発話が引き金（問題源）として理解される。「え？」「はい？」

などの形式の場合、先行発話のなにが当該の問題を引き起こしているのかは特定されない

が、他の形式では、用いられる形式に対応して、なにが問題なのかが特定される。 
                                                   
2 事例３から事例７では、発話の音声的特徴を可視化するため以下の記号を用いる。 
	
 	
 ↑↓	
 	
 	
 ピッチの上下   ？	
 	
 	
 	
 上昇イントネーション 
	
 	
 。 	
 	
 	
 下降・終了イントネーション 、	
 	
 	
 	
 継続イントネーション 
	
 	
 あ：	
 	
 	
 引き延ばされている音  あ-	
 	
 	
  途切れて不完全な音 
	
 	
 （あ）	
 	
 聞き取りが確定できない音 
	
 	
 ＞ああ＜	
 周囲よりスピードが速い部分 ＜ああ＞	
 周囲よりスピードが遅い部分 
	
 	
 °ああ°	
 	
  周囲より音が小さい部分 ¥ああ¥	
 笑いながらの発話 
	
 	
 .hhh	
 	
  吸気音    h	
 	
 	
  呼気音や笑い 
	
 	
 (.)	
 	
 	
  0.2 秒以下の沈黙   (1.0)	
 	
  0.2 秒以上の沈黙（かっこ内は秒数） 
	
 	
 ［	
 	
 	
 	
 重なっている複数の発話   
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［応答に続く展開］ 
	
 聞き返しを受けて、問

題源発話者が、問題を解

決すべく発話の修復を

行う。 
 
４.２.２	
 気づき 
	
 「気づき」については、

他者の発話を引き金に

なんらかの気づきが示

されるケース（事例４）

と自分の発言途中で気

づきが示されるケース

（事例５）の２種類が見

出された。また、今回分

析したデータの中には

見られなかったが、会話

を取り巻く物理的環境

が気づきの引き金にな

るケースも考えられる。 
 
【事例４】（A と B の間には仕切りがあり、お互いが見えない。４コママンガの２コマをそ

れぞれ手元に持っていて、言葉のみで説明し合いながら、バラバラになったコマの正しい

順番を推測するという課題を行っている。） 
 
	
 01B:    .h でね (0.4) 人がひ- (0.2) 一人 (0.4) 主人 主人公 
	
 02       (1.1) 
	
 03A:   サラリーマン風の。 
	
 04       (1.4) 
	
 05B:    サラリーマン風ではねえけど［工事］現場の人（で／だ）しょ 
	
 06A:=>                            	
 	
 	
 ［えっ］ 
	
 07       (0.2) 
	
 08A:=>        えっ (.) ［＞そうな-＜ そうなんだ］ 
	
 09B:          	
 	
 	
 	
 ［ 一  人  だ  も  ん 	
 ］だってヘルメットかぶってるよ？ 
 
【事例５】（A が B にインタビューしている。インタビューに先立つ講演の中で、B は、初

めて海外旅行に行った中国・大連のトイレが衝撃的だった話をしていた。） 
 
	
 01A:  水洗なんですよね。 
	
 02B:  うす- (.) 一応水洗でしたね。 
	
 03B:=> あ：、そこは (.) そこは水洗じゃなかったな。 
 
	
 以下にその特徴をまとめる。 
［言語形式の特徴］「あ」「えっ」「あれ」が単独で、または発話頭に用いられる。 
［出現する発話連鎖上の特徴］どんな発話のあとにも出現しうる。また、発言の途中で出

現することもある。 
［引き金の特定］	
 気づきを示す言語表現だけでは、なにを引き金に、どんな気づきが生

まれたのかは特定できない。気づきの表現に続く発話内容によって、引き金の特定が可能

表１	
 聞き返しの形式と問題源の特定 
（Suzuki 2010:152 に基づく） 
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になる（しかし、引き金を明確に特定できないこともある）。 
［応答に続く展開］	
 他者の発話が引き金になっている場合、気づきの表現のあとには、

相手が言ったことへの疑問や、自分の認識との食い違いが提示される。その後、両者の間

で協働して、疑問の解決や認識のすり合せが図られる。 
	
 自己の発話の途中で気づきの表現が差し挟まれる場合は、その直後に、そこまでの発言

内容についての訂正が行われる。すなわち、この場合の気づきとは、自身の「間違い」に

自発的に気づき、その間違いを訂正したものと見なすことができる。 
 
４.２.３	
 会話の流れの差し戻し 
	
 分析者の協議の結果、現在の会話の流れを明示的に中断させ、その「一歩前」に戻る発

話も遡及的連鎖に含めることと判断した。事例６の発話 08 のような事象である。 
 
【事例６】（事例４とは違うペアが、同様の課題遂行対話を行っている。）	
 

 
	
 01L:    ＞だか多分＜ビーが［最初で：、 
	
 02R:       	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ［うん：うん 
	
 03L:    .hhhh (.) その：次がこう- (0.4) 眼鏡をこ、はず、 
	
 04       (0.2) 
	
 05R:   うん    
	
 06       (0.4) 
	
 07L:       外そうとしてる：、ところ：？ (.) ん？ 
	
 08R:=>        えっ t-、＞待った＜エーがなん- (.) エーは：、 
	
 09L:          エーは：＞なんかね＜、.h 眼鏡を外し- 
 
	
 以下にその特徴をまとめる。 
［言語形式の特徴］	
 「えっ」「待った」のように、明確に会話の流れを止めるような表現

が発話頭にある。 
［出現する発話連鎖上の特徴］	
 直前の発話で、事例６の発話 03「その：次が」のように、

現行の作業を次のステップに進めることが提案されている。このように、次のステップに

進めることが明示的に示されるのは、課題遂行対話に特徴的な行動と言えるかもしれない。 
［引き金の特定］	
 なにを引き金とみなすかについては、事例を増やしての検討が必要で

ある。 
［応答に続く展開］	
 「待った」に続く発話では、先に進む前に確認したいことが挙げら

れる。その求めに応じて、相手が情報を提供する。 
 
４.２.４	
 異なるポイントへの食いつき 
	
 「異なるポイントへの食いつき」とは、直前の発話の言わば「主旨」とは異なるところ

に「食いついて」反応しているような発話を指す。事例７の場合、発話 01 から 06 にかけ

ての B の発話の主旨は「欧米人の留学生は少ない」ということであるが、インタビュアーA
は、その事実に対しての反応も示しつつ（発話 07「へえ：：：：：」）、それとは違う情報

（6〜7 年ぐらい大学院にいる）についての質問を次に行っている（発話 09）。この発話 09
は、分析者から見ると「そこに食いつく？」と思うような、副次的な背景情報に焦点を当

て、前景化しているような印象を与える。 
 
【事例７】（A が B にインタビューしている。B が在籍する大学院への留学生の話。）	
 

	
 01A:  白人はいないんですか 
	
 02B:  .h いないですね：［あのね：］.h 私大学院にもうかなりの (0.6) 
	
 03A:                 ［は ： ：］ 
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 04B:  ろく (.) 年 (.) な［な年ぐら］いいるんですけ［ど：］.h ひっとり：(0.2)  
	
 05A:                  ［う ： ん］              ［うん］ 
	
 06B:  ぐらいですね：留学生で［.h あの：(0.2) 欧米の人がいたのは］ 
	
 07A:                        ［  へ  え    :    :    :    :    ］: ［: .h 
	
 08B:                                                             	
 	
 	
  ［うん 
	
 09A:=> まだいらっしゃるんですね在籍してるんで［すºねº 
	
 10B:                                        ［うん 
	
 11B:  してます .h うん 
 
	
 以下にその特徴をまとめる。 
［言語形式の特徴］	
 特定の言語形式が使用されるわけではない。 
［出現する発話連鎖上の特徴］	
 他者による自発的な、あるいは質問に答える形での情報

提供がなされた発話の直後に出現する傾向がある。 
［引き金の特定］	
  直前の発話で提供された主たる情報ではなく、副次的情報に当たる発

話部分が引き金となっているように見える。 
［応答に続く展開］	
 「異なるポイントへの食いつき」が質問という発話形式を伴った場

合は、相手がその質問に応答する。 
 
４.３	
 遡及的連鎖の可能性がある事象 
	
 現段階で、遡及的連鎖かどうかの判断を保留しているものに「他者の発言の言い換え」

がある。例えば、「海外にどうしても行きたいっていう	
 (0.8)	
 気にあんまなかった」というイ

ンタビュイーに対して、インタビュアーが「海外に興味がない」と質問する場面がある。

相手が言ったことを異なる表現で言い換えて質問する、というのは 4.2.1 節で紹介した「聞

き返し」の例と考えることもできるが、この場面での質問は、相手の発言が理解できずに

聞き返しているわけではないように見える。このような質問がどんな行為を行っているか、

ということも含めて、類似の事例を集めて遡及的連鎖かどうかを検討する必要がある。	
 

 
５．まとめ 
	
 アノテーションの作業をする中で、遡及的連鎖を認定するため判断基準として、以下の

２点が浮かんできた。 
 
	
 (a) 特定の言語形式が使われているかどうか。ただし、その言語形式の有無だけでは決定

しきれない。 
	
 (b) 「会話の流れ」が一時停止、ないし中断されているかどうか。会話の流れを作り出す

ものが発話間の予測的な関連性であるとすると、遡及的連鎖の開始は「予測からの逸脱」

であり、先行発話との間にある種の「断絶感」がある。  
 
	
 今後、分析するデータおよび該当事例を増やし、上記の(a)と(b)について、より精密な記

述をした上で、具体的なアノテーション手法の設計に移る。 
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